
 

  

 

     
月  
日
㈯
、  

日
㈰
に
わ 

た
り
晩
夏
の
風
物
詩
で
あ
る
「
な 

か
て
は
ら
夏
祭
り
」
が
盛
大
に
開 

催
さ
れ
ま
し
た
。 

場
と
な
っ
た
二
丁
目
公
園 

に
は
両
日  

時  

分
か
ら
の
開
会 

に
合
わ
せ
て
町
内
か
ら
集
ま
っ
た 

大
勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
浴 

衣
を
身
に
纏
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、 

恒
例
の
マ
ザ
ー
ク
ラ
ブ
に
よ
る
ス 

ー
パ
ー
ボ
ー
ル
拾
い
や
輪
投
げ
、 

第
２
ど
ん
ぐ
り
学
童
に
よ
る
ゲ
ー 

ム
や
く
じ
引
き
な
ど
の
テ
ン
ト
に 

並
び
、
お
祭
り
ら
し
い
遊
び
を
楽 

し
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
同
じ
く 

恒
例
に
な
っ
た
自
治
会
青
年
部
に 

よ
る
模
擬
店
に
は
、
綿
菓
子
に
加 

え
て
新
た
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
が 

登
場
し
大
好
評
を
博
し
て
い
ま
し 

た
。
そ
の
後
、
お
祭
り
の
目
玉
で 

あ
る
盆
踊
り
が
始
ま
る
と
会
場
の 

熱
気
は
一
段
と
ア
ッ
プ
、
公
園
中 

央
に
組
ま
れ
た
櫓
を
中
心
に
た
く 

さ
ん
の
人
が
輪
を
つ
く
っ
て
踊
っ 

て
い
ま
し
た
。
盆
踊
り
に
は
今
年 

て
踊
る
微
笑
ま
し
い
光
景
が
見
ら
れ
ま

し
た
。 

      

方
、  

日
の
朝
に
予
定
さ
れ
て

い
た
山
車
曳
き
で
し
た
が
、
当
日
朝
発 

  

表
さ
れ
た
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー 

ト
を
受
け
急
遽
中
止
と
な
り
、 

残
念
な
が
ら
町
内
を
回
る
こ
と 

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
代
わ 

り
に
自
治
会
青
年
部
に
よ
っ
て
、 

山
車
に
乗
っ
て
記
念
撮
影
や
太 

鼓
を
叩
く
こ
と
が
で
き
る
場
を 

設
け
、
ま
た
準
備
し
て
い
た
お 

菓
子
を
配
布
す
る
な
ど
臨
機
応 

変
の
対
応
が
な
さ
れ
、
参
加
者 

は
嬉
し
そ
う
に
自
治
会
館
を
後 

に
し
て
い
ま
し
た
。
年
々
暑
さ
が 

増
し
て
い
る
こ
と
を
念
頭
に
、
今 

後
も
参
加
者
の
安
全
を
最
大
に 

考
慮
し
な
が
ら
よ
り
良
い
形
を 

模
索
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。 

    
    

う
し
て
、
酷
暑
の
中
で 

は
あ
り
ま
し
た
が
晴
天
に
恵
ま 

れ
大
成
功
で
夏
祭
り
は
終
了
し 

ま
し
た
。
裏
方
と
し
て
設
営
な 

ど
の
準
備
、
当
日
の
運
営
に
あ 

た
っ
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
会 

場
警
備
な
ど
に
あ
た
っ
て
く
だ 

さ
っ
た
消
防
団
の
皆
様
も
本
当 

に
ご
苦
労
様
で
し
た
。 

（
加
藤
篤
志
） 

(1) 第 68号                            な か て は ら               令和６年(2024)10月 1日 

大
ヒ
ッ
ト
し
た
楽
曲
「
ブ
リ
ン
・バ
ン
・

バ
ン
・
ボ
ー
ン
」
が
新
た
な
演
目
と
し

て
取
り
入
れ
ら
れ
、
そ
の
曲
が
流
れ
始

め
る
と
小
学
生
を
中
心
に
み
ん
な
競
っ 
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西
暦  

年  

月  

日
に
発
生
し
た
元

禄
地
震
で
は
、
仲
手
原
地
域
の
震
度
は

６
前
後
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
液

状
化
の
可
能
性
は
か
な
り
低
か
っ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

古
い
耐
震
基
準
で
建
て
ら
れ
た
木
造

の
「
筋
か
い
」
の
状
況
を
診
断
し
、
「筋 

か
い
」
を
増
や
す
な
ど
の
耐
力
壁
補
強

の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
ブ
ロ
ッ
ク
塀

に
関
し
て
も
、
高
さ
、
厚
さ
、
控
え
壁
、

基
礎
、
壁
の
ひ
び
割
れ
な
ど
の
状
況
を

診
断
し
、
問
題
が
あ
れ
ば
耐
震
改
修
を

す
べ
き
で
す
。
家
屋
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を

併
せ
た
平
均
改
修
費
用
は  

～  

万
円

と
考
え
ら
れ
、
一
般
世
帯
で
最
高  

万

円
の
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。 

 

 

港
北
区
防
災
キ
ャ
ラ
バ
ン 

      

９
月  

日
㈰  

時
よ
り
自
治
会
館
に

お
い
て
港
北
区
主
催
の
「
防
災
キ
ャ
ラ

バ
ン
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
は
、
昭
和  

年
５
月
以
前
に
建

て
ら
れ
た
住
宅
は
無
料
で
耐
震
診
断
を

受
け
ら
れ
る
こ
と
、
診
断
の
結
果
脆
弱

部
分
が
見
つ
か
り
耐
震
改
修
工
事
を
行

う
場
合
は
横
浜
市
か
ら
補
助
金
が
出
る

こ
と
な
ど
を
中
心
に
約
２
時
間
の
講
義

が
あ
り
ま
し
た
。 

    
７
月  
日
㈰
午
前
８
時
、
横
浜
地
方

が
震
度
７
の
地
震
に
襲
わ
れ
た
、
と
い

う
想
定
の
も
と
に
港
北
小
学
校
地
域
防

災
拠
点
訓
練
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

８
時  

分
に
は
避
難
所
が
開
設
さ
れ
、

９
時
ご
ろ
か
ら
仲
手
原
、
仲
手
原
南
、

篠
原
台
町
、
篠
原
東
、
篠
原
西
町
、
菊

名
南
の
各
自
治
会
か
ら
の
避
難
者
が
集

ま
っ
て
き
ま
し
た
。
９
時  

分
ア
マ
チ

ュ
ア
無
線
を
使
っ
て
港
北
区
役
所
へ
の

避
難
者
数
報
告
が
行
わ
れ
て
か
ら
、
訓

練
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

       

今
年
の
訓
練
は
左
記
の
と
お
り
で
、

各
自
治
会
ご
と
の
グ
ル
ー
プ
が
そ
れ
ぞ

れ
の
設
備
を
順
に
回
っ
て
説
明
を
聞
き
、

一
部
の
設
備
で
は
操
作
を
体
験
で
き
ま

し
た
。 

                      

耐
熱
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
袋
で
炊
い
た
ご

飯
は
訓
練
終
了
後
参
加
者
に
配
布
さ
れ
、

お
い
し
く
戴
き
ま
し
た
。 

第 68号                               な か て は ら             令和６年(2024)10月 1日(2) 

  
体育館に集合した各自治会の避難(参加)者 
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イ
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昨
年  

月
か
ら 

今
年
３
月
に
か
け 

て
、  

鶴
見
線
に 

お
い
て  

年
ぶ
り 

の
新
型
車
両
と
し 

て  

系
３
両×

８ 

編
成
で
総
入
替
が 

行
わ
れ
た
。
か
つ

て
鶴
見
線
は
「
鶴
見
臨
港
鐵
道
」
と
い

う
民
営
の
路
線
で
あ
っ
た
。
京
浜
工
業

地
帯
の
父
と
い
わ
れ
る
淺
野
總
一
郎
氏

を
は
じ
め
と
す
る
各
財
閥
の
創
業
者
が

協
力
し
て
創
設
さ
れ
た
会
社
で
あ
る
。 

大
正  

年
に
貨
物
輸
送
を
目
的
と
し

て  

に
よ
る
営
業
を
開
始
し
、
昭
和
５

年
に
は
旅
客
運
輸
を
開
始
し
全
線
電
化

が
行
わ
れ
た
。
昭
和  

年
「戦
時
買
収
」

に
よ
り
当
時
の
鉄
道
省
へ
経
営
権
が
譲

渡
さ
れ
「
鶴
見
線
」
に
改
称
さ
れ
た
の

ち
現
在
に
至
る
。 

現
在
の
鶴
見
線 

は
全
長  

㎞
、
鶴 

見
駅
も
含
め
て   

駅
、
鶴
見
駅
以
外 

は
無
人
駅
。
本
線 

は  

駅
、
浅
野
駅 

か
ら
分
岐
の
海
芝 

浦
支
線
が
２
駅
、
安
善
駅
か
ら
分
岐
の

大
川
支
線
が
１
駅
。
弁
天
橋
駅
、
武
蔵

白
石
駅
、
昭
和
駅
の
３
駅
は
最
近
駅
舎 

(3) 第 68号                            な か て は ら               令和６年(2024)10月 1日 
  

本
線
鶴
見
駅
の
次
の
駅
は
国
道
駅
で
、

国
道  

号
線
（第
一
京
浜
）に
入
口
が
面

し
て
い
る
た
め
こ
の
名
が
つ
い
た
。
こ 

の
駅
に
は
昭 

和  

年
の
米 

軍
戦
闘
機
に 

よ
る
機
銃
掃 

射
痕
が
残
さ 

れ
て
お
り
、 

コ
ン
ク
リ
ー 

ト
崩
落
防
止 

の
た
め
金
網 

が
施
さ
れ
て 

い
る
。 

ま
た
、
大
川
支
線
の
途
中
に
あ
る
大

川
第
５
号
橋
梁
に
も
機
銃
掃
射
痕
が
残

さ
れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
橋
梁
全
体
の

錆
止
め
の
た
め
時
折
塗
装
は
行
わ
れ
て

い
る
が
掃
射
痕
は
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て

い
る
。
双
方 

と
も
説
明
書 

き
等
は
設
置 

さ
れ
て
い
な 

い
が
、
二
度 

と
こ
の
よ
う 

な
こ
と
に
な 

ら
な
い
よ
う 

に
と
の
人
々 

の
願
い
が
伝 

わ
っ
て
く
る
。 

一
般
の
乗
客
が
列
車
を
降
り
て
も
駅

の
外
へ
出
ら
れ
な
い
の
で
有
名
な
の
が
、

海
芝
浦
支
線
の
終
点
「
海
芝
浦
駅
」
。 

当
初
こ
の
支
線
は
芝
浦
製
作
所
（東
芝
）

が
所
有
し
て
い
た
が
、
昭
和
７
年
こ
れ

を
鶴
見
臨
港
鐵
道
が
買
収
し
た
。
し
か

し
鉄
道
施
設
以
外
は
１
つ
前
の
新
芝
浦

駅
か
ら
終
点
ま
で
東
芝
の
私
有
地
で
あ

る
た
め
、
改
札
口
が
工
場
の
出
入
口
を

兼
ね
て
い
る
。
観
光
で
訪
れ
た
乗
客
の

た
め
に
東
芝
の
ご
厚
意
で
、
平
成
７
年

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
か
ら
続
く
ミ
ニ
公
園

「
海
芝
公
園
」
が
設
置
さ
れ
た
。
余
り

に
海
に
近
く
外
へ
も
出
ら
れ
な
い
た
め

秘
境
駅
と
も
云
わ
れ
、
平
成  

年
「
関

東
の
駅
百
選
」
に
も
選
定
さ
れ
た
。 

  
(

文
・
写
真 

植
木
幹
造) 

が
新
築
さ
れ
た
が
、
鶴
見
駅
の
鶴
見
線

ホ
ー
ム
も
含
め
て
他
の
駅
は
開
業
当
時

～
昭
和
後
期
の
建
築
で
あ
る
。 

鶴
見
駅
を
除
く  

駅
に
は
、
切
符
販

売
機
・
精
算
機
やS

u
ica

チ
ャ
ー
ジ
機
は

無
い
。
乗
車
駅
証
明
書
発
行
機
や
簡
易

S
u
ica

改
札
機
は
有
る
。
従
っ
て
、Su

ica

等
に
は
予
め
十
分
な
チ
ャ
ー
ジ
を
行
っ

て
お
く
必
要
が
あ
る
。
昭
和
駅
、
新
芝

浦
駅
、
大
川
駅
に
ト
イ
レ
は
無
い
。
ま

た
ト
イ
レ
の
あ
る
駅
も
鶴
見
小
野
駅
、

弁
天
橋
駅
、
浅
野
駅
を
除
い
て
男
女
共

用
で
あ
る
。
大
川
支
線
に
は
、
通
勤
時
間

帯
を
除
く
ダ
イ
ヤ
が
組
ま
れ
て
い
な
い
。 

鶴
見
線
が
あ
る
工
場
地
帯
の
南
側
に

は
、
か
つ
て
京
浜
運
河
を
挟
ん
で
沖
堤

防
が
あ
っ
た
。
鶴
見
臨
港
鐵
道
は
こ
の

沖
堤
防
の
一
部
の
南
側
へ
土
砂
を
埋
立
、

人
工
渚
を
つ
く
っ
た
。
こ
の
渚
の
名
前

が
「
扇
島
海
水
浴
場
」
で
あ
る
。
昭
和

６
年
よ
り
旧
白
石
駅
と
浜
川
崎
駅
の
間

に
「
海
水
浴
前
」
と
い
う
夏
季
限
定
停

留
場
を
開
設
し
、
こ
の
近
く
の
海
岸
か

ら
船
で
利
用
客
を
海
水
浴
場
ま
で
運
ん

だ
。
昭
和
８
、  

、  

年
は
シ
ー
ズ
ン
の

入
場
者
数
が  

万
人
を
超
え
た
。
戦
後

沖
堤
防
の
北
側
へ
埋
立
が
行
わ
れ
た
。

昭
和  

年
末
よ
り
扇
島
・
東
扇
島
・
大

黒
埠
頭
の
本
格
的
埋
立
が
始
ま
り
４
年

足
ら
ず
で
現
在
の
扇
島
の
姿
に
な
っ
た
。 

 
平和であればこその絶景（海芝浦駅ホームより） 

 
国道駅の機銃掃射痕 (国道１５号線側) 

 
大川第５号橋梁の機銃掃射痕 (大川橋より) 
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平
成  

年 

よ
り
毎
年
９ 

月
第
３
月
曜 

日
が
「
敬
老 

の
日
」
と
な 

り
今
年
は
９ 

月  

日
に
な 

り
ま
し
た
。 

９
月  

日
は

「老
人
の
日
」で
、
以
後
１
週
間
は
「
老 

人
週
間
」
に
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

仲
手
原
自
治
会
に
於
き
ま
し
て
は
、

毎
年
敬
老
・
長
寿
の
方
々
に
お
祝
品
を

贈
呈
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
は  

歳
の

方  
名
、  

歳
の
方  

名
、  

歳
の
方

１
名
、  
歳
の
方
１
名
、  

歳
の
方
１

名
、
一
丁
目
二
丁
目
男
女
合
計  

名
の

方
々
に
お
祝
金
を
贈
呈
致
し
ま
し
た
。

又  

歳
、  

歳
、  
歳
、  

歳
、  

歳

以
上
の
方
々
合
計  

名
に
美
味
し
い
お

菓
子
を
贈
呈
致
し
ま
し
た
。 

仲
手
原
こ
と
ぶ
き
会
に
於
て
も
９
月 

日
に
敬
老
・
長
寿
の
お
祝
い
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
当
日
来
場
さ
れ
た
会
員

の
方
々
に
お
赤
飯
や
お
菓
子
、
お
酒
が

贈
呈
さ
れ
、
今
回
は
「
ア
ロ
ハ
レ
イ
ン

ボ
ー
ズ
・
ク
ワ
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
楽

団
の
女
性
３
人
に
よ
る
ウ
ク
レ
レ
演
奏

会
が
あ
り
、
会
場
全
員
の
合
唱
で
大
い

に
盛
り
あ
が
り
ま
し
た
。 

  

月 

「
な
か
て
は
ら
」
第
68
号
発
行 

空
き
家
に
し
な
い
た
め
の 

セ
ミ
ナ
ー
・相
談
会 (

13
日) 

健
民
祭 (

14
日) 

健
康
づ
く
り
体
操 (

15
・
25
日) 

仲
手
原
防
災
訓
練 (

20
日) 

月  

健
康
づ
く
り
体
操 (

５
・
15
日) 

秋
の
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り (

９
日) 

港
北
区
ペ
タ
ン
ク
大
会 (

10
日)  

仲
手
原
寄
席 (

24
日) 

年
末
た
す
け
あ
い
募
金
の
お
願
い 

月 

「
日
の
出
を
見
る
会
」(

21
日) 

自
治
会
館
年
末
大
掃
除 (

21
日) 

１
月  

港
北
駅
伝
大
会 (

19
日) 

  

月  

紙
ヒ
コ
ー
キ
大
会 (

４
日) 

２
月  

節
分
豆
ま
き
大
会 (

２
日) 

      

《 

編
集
ス
タ
ッ
フ 

》 

植
木
幹
造 

・ 

押
尾
泰
典 

・ 

加
藤
篤
志 

・ 

山
口
美
和 

   

編
集
責
任
者 : 

中
村
泰
雄 

第 68号                               な か て は ら             令和６年(2024)10月 1日(4) 
    

７
月
５
日
こ
と
ぶ
き
会
が
自
治
会
館

で
開
催
さ
れ
、
恒
例
の
七
夕
飾
り
が
有

志
の
方
々
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
七
夕
飾

り
に
使
わ
れ
る
竹
は
、
仲
手
原
一
丁
目

に
お
住
い
の
臼
井
様
よ
り
寄
贈
さ
れ
た

も
の
で
す
。 

今
年
の
飾
り
付
け
の
短
冊
や
紙
細
工

の
品
々
は
、
一
つ
は
こ
と
ぶ
き
会
の
有

志
が
前
も
っ
て
手
作
り
し
て
揃
え
た
も

の
と
、
当
日
集
ま
っ
た
方
々
が
手
作
り

し
た
も
の
で
す
。
そ
し
て
今
年
も
ま
た
、

港
北
保
育
園
の
園
児
た
ち
が
作
っ
て
く

れ
た
も
の
も
飾
り
ま
し
た
。 

      

今
年
は
残
念
な
こ
と
に
、
当
日
気
象

庁
に
よ
り
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が
出

て
し
ま
っ
た
為
に
園
児
た
ち
が
自
治
会

館
に
来
る
こ
と
が
出
来
ず
、
一
緒
に
七

夕
飾
り
に
参
加
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
。
来
年
は
園
児
た
ち
と
共
に

七
夕
飾
り
が
出
来
ま
す
よ
う
に
。 

12 10 11 11 

  

 
七夕飾り 

 

  

         

今
春
に
行
わ
れ
た
神
奈
川
県
大
会
で

は
「
武
相
」
が
見
事
優
勝
の
栄
冠
に
輝

い
た
こ
と
は
皆
さ
ん
も
ご
承
知
の
こ
と

と
思
い
ま
す
。
思
い
返
せ
ば
「武
相
」が

準
決
勝
で
「
向
上
」
に
６
―
５
で
勝
ち
、

５
月
４
日
の
決
勝
戦
で
は
「
東
海
大
相

模
」
に
９
―
８
で
勝
ち
ま
し
た
。 

こ
の
夏
「
武
相
」
へ
の
期
待
は
一
段

と
大
き
く
な
り
ま
し
た
が
、
７
月  

日

準
決
勝
戦
の
相
手
は
「
横
浜
」
で
、
結

果
は
２
―
１
の
惜
敗
で
し
た
。
優
勝
は

そ
の
「
横
浜
」
を
破
っ
た
「
東
海
大
相

模
」
で
し
た
。
今
年
、
春
夏
共
に
ベ
ス

ト
４
に
残
っ
た
の
は
「向
上
」
、
「
横
浜
」、

「東
海
大
相
模
」そ
し
て
「武
相
」で
し
た
。 

既
に
８
月  

日
よ
り
秋
季
神
奈
川
県

大
会
の
地
区
予
選
が
行
わ
れ
「武
相
」は

全
勝
し
て
い
ま
す
。
９
月
７
日
開
幕
の
本

大
会
も
９
月 
日
の
４
回
戦
で
「
武
相
」

は
「
横
浜
商
業
」
に
逆
転
コ
ー
ル
ド
勝

ち
し
準
々
決
勝
進
出
を
決
め
て
い
ま
す
。 
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春季神奈川県大会で「武相」優勝 
５月４日 横浜スタジアム (武相学園提供) 
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